
10広報にっこう

対象…市内在住の満18歳以上の方
方法…郵送による記入調査（Ｗｅｂ回答可）
期間…平成29年５月下旬〜６月下旬
配布数…5,000名（男女各2,500名）
回収数…1,740件（男性807件、女性907件、性別無回答26件）
回収率…34.８%（男性32.３%、女性36.３%、性別無回答０.５%）

平
成
29
年
度

市
民
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
報
告
し
ま
す

　

市
は
、「
日
光
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
に
基
づ
き
、
市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
ち

づ
く
り
と
は
、
皆
さ
ん
が
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」「
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
全
て
の
こ
と
で
す
。
市
政
に
関
す

る
市
民
の
意
識
を
確
認
し
、
今
後
も
伸
ば
し
て
い
く
べ
き
点
や
課
題
点
な
ど
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
２
年
ご
と
に
市
民
意
識
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
全
調
査
項
目
の
う
ち
、
特
に
関
心
の
高
い
と
思
わ
れ
る
項
目
の
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
結
果
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
わ
し
く
は　

秘
書
広
報
課　

広
報
広
聴
係　
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３
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　「感じる」「やや感じる」を合わ
せて72.３% の人が日光市に愛着
を感じると答えています。
　一方、「あまり感じていない」

「感じていない」の合計は6.8% で
した（表１参照）。

　「住み続けたい」「どちらかと
いえば住み続けたい」を合わせ、
70.４% の人がこれからも住み続
けたいと答えています。
　一方、「住みたくない」「どちら
かといえば住みたくない」の合計
は、6.4% でした（表２参照）。

満足度調査結果

　全28項目を「満足（10点）」「や
や満足（５点）」「どちらともいえ
ない（０点）」「やや不満（- ５点）」

「不満（-10点）」の５段階で評価し
てもらった合計点数を、全回答者
の数で割った値です。
　「史跡・文化財・伝統芸能の保
全」、「地域の行事・近所付き合い」
などの満足度が上がった一方、　

「鉄道・路線バスなどの交通機関
の便利さ」「商工の振興」など評
価が低下した項目がありました（表
３参照）。

表２：定住意向度調査の結果

4.8％2.0％
6.4％

平成29年度

44.8％ 27.5％ 14.6％

0 20 40 60 80 100

感じる やや感じる どちらともいえない

感じていない 無回答あまり感じていない

愛
着

定
住

0 20 40 60 80 100
住み続けたい どちらかといえば住み続けたい
どちらともいえない

住みたくない 無回答

どちらかといえば住みたくない

平成29年度
6.3％

46.1％

1.6％

17.0％

4.8％

平成27年度
5.7％

51.8％ 22.0％

1.7％

15.5％

3.4％

3.8％
2.7％ 5.9％

平成27年度

49.8％ 25.4％ 12.5％

(%)

(%)

24.3％

表１：愛着度調査の結果
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あなたは日光市に愛着を感じますか　（愛着度調査結果）　

あなたはこれからも日光市に
住み続けたいですか　（定住意向度調査結果）　
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平成 29年度
平成 27年度

平成 29年度
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表３：満足度上位、下位の結果

ごみの収集・処理

史跡・文化財・
伝統芸能の保全

ごみの減量化・
分別の取り組み

自然環境の豊かさ
と保全

地域の行事・
近所付き合い

農林水産業の振興

道路の整備

商業の振興

雇用対策の充実

鉄道・路線バスなど
交通機関の便利さ

市民意識アンケート調査の結果から今後も伸ばしていくベき点や市のさまざまな課題点が浮かび上がりました。調査結果
を踏まえ、よりよいまちづくりを目指し、市は今後も市民と行政の協働のまちづくりを推進していきます。
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小
学
校
で
の
英
語
は
、
新
学
習

指
導
要
領
が
平
成
30
年
度
か
ら
先

行
実
施（
完
全
実
施
は
平
成
32
年

度
か
ら
）さ
れ
、
５・６
年
生
で
は

「
外
国
語
科
」
と
し
て
の
授
業
が

始
ま
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
授
業
は
「
会
話
」

中
心
で
し
た
が
、「
読
む
」「
書

く
」
活
動
も
本
格
的
に
行
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
変
革
を
受
け
て
、

市
で
は
「
ジ
ョ
リ
ー
フ
ォ
ニ
ッ
ク

ス（
※
）」
を
全
校
で
導
入
し
、
子

ど
も
た
ち
が
文
字
を
楽
し
く
、
抵

抗
な
く
学
習
で
き
る
よ
う
工
夫
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
校（
研
究

実
践
校
）に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら

の
英
語
教
育
で
求
め
ら
れ
る
授
業

の
在
り
方
を
研
修
し
、
市
内
の
学

校
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
大
学
入

試
改
革
に
も
力
強
く
対
応
で
き
る

子
ど
も
の
育
成
に
向
け
て
、
学

校
・
教
育
委
員
会
と
も
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

平成30年度から

英語教育が変わります

新たな外国語教育現状 改善・充実

高
等
学
校

高
等
学
校

中
学
校

中
学
校

小
学
校

小
学
校

高
等
学
校

高
等
学
校

中
学
校

中
学
校

小
学
校

小
学
校

【５・６年生（教科型）】
○段階的に「読むこと」「書くこと」を加
　える
○指導の系統性を確保
【３・４年生（活動型）】
○「聞くこと」「話すこと（やり取り・発表）」
　を中心とする
○外国語に慣れ親しませ、学習への動機
　付けを高める

・活動型
・読み書きに対する
　意欲
・音声から文字への
　接続に課題がある

・学習意欲、積極性
　向上
・言語活動が十分で
　ない

・学習意欲、発信力
　に課題
・言語活動が十分で
　ない

○互いの考えや気持ちなどを外国語で伝
　え合う対話的な活動を重視
○具体的な課題を設定するなどして、学
　習した語彙、表現などを実際に活用す
　る言語活動を充実
○授業は外国語で行うことを基本とする

○「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書
　くこと」を総合的に扱う科目群と発信
　力を高める科目群を設定

○授業は外国語で行うことを基本とする

ご　い

パイロット校（大室小学校）
の英語公開授業

くわしくは
　　学校教育課　教育指導係　☎ 21-5167

◎これからの外国語（英語）教育

※
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
と
は

　
音
声
と
文
字
を
つ
な
ぐ
指
導
法
。

「
ジ
ョ
リ
ー
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
」
は
イ

ギ
リ
ス
で
多
く
使
わ
れ
、
初
め
て
見

る
単
語
が
読
め
る
よ
う
に
な
り
、
読

め
る
こ
と
で
自
信
が
つ
き
、
英
語
学

習
の
楽
し
み
が
増
し
て
い
く
、
効
果

の
高
い
教
材
と
指
導
法
で
す
。
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